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{
本
主
義
制
度
白
償
値
批
列
、
〈
イ
〉
資
本
主
義
制
度
の
木
賞
、
〈
ロ
〉
資
本
主
義
制
度
と
現
代
社
舎
悪

-
、
世
曾
聾
革
期
の
政
策
と
融
曾
安
定
期
の
政
策

今
日
の
日
本
は
園
内
的
に
も
園
際
的
に
も
有
史
以
来
未
曾
有
の
危
機
に
際
舎
し
て
居
る
。
若
し
一
歩
業
慮
致
を

謀
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
運
命
に
落
ち
行
く
や
も
計
h
，
難
い
。
此
難
局
よ
り
日
本
国
民
を
救
ひ
出
す
こ
と
は
、
今

日
ま
で
考
ら
れ
来
っ
た
諸
種
の
姑
息
的
手
段
を
以
て
し
て
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
か
〈
で
今
日
日
本
国
民
の
前

途
を
異
に
憂
ふ
る
も
の
は
、
一
切
の
姑
息
的
態
度
を
捨
て
て
根
本
的
に
現
代
日
本
の
枇
曾
問
題
を
考
へ
ね
ば
な
ら

~ 
0 今

日
世
曾
問
題
を
論
争
る
も
の
に
と
っ
て
先
づ
重
要
な
こ
と
は
枇
舎
の
安
定
期
と
襲
革
期
と
を
匝
別
す
る
こ
と
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込
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p
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一

号

で
あ
る
o

而
し
て
こ
の
矯
め
に
は
、
舎
で
遁
べ
た
る
が
如
〈
い
ハ
間
歴
史
の
義
展
が
本
質
的
に
排
誼
法
的
構
争
伊
-
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
を
要
す
る
。
郎
ち
一
枇
曾
の
人
々
の
生
命
は
、
ぞ
れ
自
身
人
聞
の
生
命
よ
り
の

表
現
で
あ
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
枇
曾
制
度
の
下
に
於
て
、
成
長
し
行
く
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
遂
に
こ
の
同
じ
制
度

の
下
に
於
い
て
は
成
長
を
槙
け
得
ぎ
る
に
至
る
。
か
〈
一
枇
舎
の
人
々
の
生
命
が
制
度
と
矛
盾
に
陥
る
に
至
れ
ば
、

人
々
は
蹴
存
の
制
度
を
襲
革
し
、
新
な
る
制
度
を
貫
現
し
、
以
で
こ
の
制
度
の
下
に
於
て
枇
曾
の
人
々
の
生
命
の

後
展
を
績
け
て
行
く
。

塵
史
の
畿
展
が
か
く
の
批
き
耕
誼
法
的
構
治
を
有
す
る
が
散
じ
歴
史
の
耽
飯
島
の
中
ド
は
ニ
粧
の
時
期
い
か
れ
灯
わ
い
れ

る
帥
ち
或
一
定
の
枇
舎
制
度
の
根
本
原
理
を
盤
草
す
る
こ
と
な
く
そ
の
も
と
に
於
て
其
枇
曾
の
人
々
の
生
命
炉
成

長
し
行
き
得
る
時
期
と
、
一
定
の
一
世
曾
制
度
の
根
本
原
理
を
襲
草
す
る
こ
と
な
〈
し
で
は
最
早
や
枇
舎
の
人
々
の

生
命
が
成
長
し
得
。
き
る
に
至
れ
る
時
期
と
で
あ
る
。
前
者
を
一
位
曾
の
安
定
期
主
一
首
ふ
な
ら
ば
、
後
者
は
枇
曾
の
撞

革
期
L
」
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
共
に
枇
曾
政
策
に
は
制
度
保
持
的
政
策
と
制
度
麗
草
的
政
策
と
の
二
種
が
本
質
的
に
直
別
さ
れ
る
こ
左

を
要
す
る
。
郎
ち
制
度
保
持
的
政
策
は
現
存
の
制
度
の
根
本
原
理
を
鍾
更
す
る
こ
と
な
〈
、
此
の
下
に
於
て
枇
舎

の
人
々
の
生
命
の
成
長
を
計
る
と
こ
ろ
の
-
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
制
度
麗
革
的
政
策
は
、
先
づ
現
在
の
制

度
の
根
本
原
理
を
鐘
革
し
、
人
々
の
生
命
の
成
長
に
、
よ
り
適
営
な
る
新
な
制
度
を
現
質
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の

-
も
の
で
あ
る
。

境
革
期
自
社
合
政
策

第
三
十
五
巻

一
八
九

第
二
披

四

一
宗
治
一

r
t
v
p
q

1) 本誌第三十四巻第六披拙稿『現代社曾問題の主主義と J思想、封策』第六七頁以下参
照。



醐
唱
革
期
の
社
舎
政
策

第
三
十
五
巻

U9 

一
九

O

第
二
時
抗

か
く
て
時
期
の
別
と
政
策
の
別
と
の
閥
係
に
よ
り
四
つ
の
匝
別
が
な
さ
れ
る
。
帥
ち
一
「
安
定
期
に
於
け
る
制

度
保
持
的
政
策
」
と
二
「
安
定
期
に
於
け
る
制
度
擾
革
的
政
策
」
と
三
「
盤
革
期
に
於
け
Z
制
度
保
持
的
政
策
」

と
個
「
麗
革
期
に
於
け
る
制
度
麗
革
的
政
策
」
と
が
こ
れ
で
ゐ
る
。
今
こ
れ
を
順
失
に
吟
味
し
て
み
よ
う
。

一
「
安
定
期
に
於
け
る
制
度
保
持
的
政
策
」
。
安
定
期
に
於
て
は
、
既
存
の
制
度
の
下
に
於
て
祉
舎
の
人
々
の

生
命
が
成
長
し
得
る
時
期
な
る
が
故
に
、
こ
の
制
度
の
も
と
に
於
て
そ
の
成
長
を
は
か
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
今

日
ま
で
の
資
本
主
義
制
度
の
安
定
期
に
於
て
は
、
枇
合
政
策
と
一
エ
へ
ば
常
然
に
こ
れ
が
意
味
さ
れ
て
来
七
。

二
「
正
常
期
に
於
け
る
制
度
麗
革
的
政
策
」
は
枇
九
四
日
の
安
定
期
に
於
七
世
曾
制
度
臼
憎
が
一
種
革
寸
ん
L
し
す
る
ド

故
に
、
こ
れ
は
無
用
の
麓
革
で
あ
あ
c

巴
「
麓
革
期
に
於
け
る
制
度
保
持
的
政
策
」
は
饗
革
期
に
も
拘
ら
や
既
存
の
融
合
制
度
を
保
持
せ
ん
と
努
忍
も

の
な
る
が
故
に
誤
っ
て
居
る
。
而
も
こ
れ
が
今
日
政
治
家
及
率
者
の
多
〈
が
陥
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
最
大
な
る
検

貼
で
め
石
。
却
も
今
日
の
枇
曾
を
属
現
し
つ
つ
め
る
政
拍
家
並
に
こ
れ
を
論
じ
つ
〉
あ
る
皐
者
の
多
く
の
も
の
は
、

世
曾
の
去
定
期
と
盤
革
期
と
の
本
質
的
匝
別
ぞ
十
分
に
自
覚
せ
示
、
従
っ
て
ま
七
制
度
保
持
的
政
策
と
制
度
麓
草

的
政
策
と
の
本
質
的
相
違
を
白
直
覧
し
て
居
な
い
。
業
結
果
、
今
日
非
常
時
の
非
常
劃
策
と
云
は
る
る
・
も
の
の
殆
ど

縮
て
は
、
制
度
保
持
的
政
策
を
も
っ
て
今
日
の
麗
革
期
に
慮
せ
ん
と
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
政
府
の
唱

へ
つ
つ
あ
る
農
村
封
策
、
中
小
工
業
者
劃
策
、
ま
た
率
者
が
唱
へ
つ
つ
あ
る
恐
慌
封
策
等
は
殆
ん
ど
脇
田
乙
れ
な
ら

F
る
は
な
い
。
世
舎
の
襲
革
期
に
於
て
は
、
現
存
の
制
度
の
下
に
於
て
枇
曾
の
人
々
の
生
命
が
成
長
し
特
や
諸
種



の
祉
舎
悪
が
積
出
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
期
に
於
て
現
在
の
制
度
保
持
を
前
提
と
す
る
政
策
を
以

て
臨
ま
ん
と
す
る
こ
?
と
は
、
小
野
耐
同
町
ロ
ハ
い
い
問
題
の
難
賠
を
回
避
す
る
も
の
で
あ
っ
て
現
代
日
本
の
危
機
を
盆
々

加
重
す
る
結
果
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
恰
も
病
人
が
重
忠
に
胃
き
れ
切
開
手
術
を
断
行
せ

F
る
可
か
ら
5

る
に
拘
は
ら
十
殊
更
に
病
肢
を
秘
し
て
安
心
せ
し
め
、
姑
息
な
る
手
段
を
も
っ
て
一
時
を
糊
塗
す
る
中
に
病
販
が

一
層
悪
化
し
遼
に
如
何
と
も
す
可
か
ら
F
る
に
至
る
と
同
様
で
あ
る
。
印
ち
か
く
吐
舎
建
草
期
に
於
干
し
先
づ
現
代

制
度
の
鑓
草
に
努
め
や
、
現
代
制
度
の
保
持
的
政
策
セ
行
ひ
つ
つ
あ
る
聞
に
祉
舎
の
制
度
と
枇
合
の
人
々
の
生
命

と
の
矛
盾
は
島
々
大
と
な
り
ほ
き
、
比
(
極
官
に
人
々
法
革
命
拘
い
い
呪
制
贋
伝
突
岐
し
は
亡
生
命
の
成
長
。
伊
)
計
ら
ん

左
す
る
に
至
4
Q
O

か
く
て
枇
舎
は
徒
ら
に
大
な
忍
犠
牲
を
梯
ふ
こ
と
'
と
な
る
の
で
あ
か
。

、
、
、
、
、
.
、
、

四
か
く
て
枇
舎
の
撞
革
期
に
於
て
は
制
度
盤
草
的
政
策
よ
り
外
に
正
し
き
遣
は
な
い
。

劃
策
に
つ
い
て
同
様
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
種
々
な
る

例
へ
ば
安
定
期
に
於
て
は
思
想
封
策
は
既
在
の
吐
曾
制
度
を
保
持
し
こ
の
下
に
於

て
最
・
色
よ
〈
生
き
て
行
〈
が
潟
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
費
革
期
に
於
て
は
現
存
の
制
度
よ
り
購
来
の
制
度
へ
移
り

行
〈
鴻
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
今
日
莫
然
と
統
制
経
持
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
安
定
期
に
於
け

る
も
の
は
現
代
制
度
の
保
持
ぞ
前
提
と
し
て
こ
の
下
に
於
て
よ
く
生
き
ん
が
謁
め
の
統
制
鰹
梼
で
あ
る
が
、
鍾
革

期
に
於
け
る
も
の
は
現
制
度
よ
h
ノ
持
来
的
制
度
へ
進
み
行
〈
潟
め
の
統
制
経
持
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
て
今
日
ま
で
融
合
政
策
と
云
へ
ば
、
安
定
期
に
於
け
る
制
度
保
持
的
政
策
の
み
が
意
味
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
む
し
ろ
贋
〈
枇
舎
政
策
に
は
制
度
保
持
的
政
策
と
制
度
擾
革
的
政
策
と
の
二
種
が
分
た
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而

費
革
期
の
社
合
政
策

第
三
十
五
巻

第
二
放

九

四

前掲拙稿参照。
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革
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第
三
十
五
巻

九

第
二
披

四
四

し
て
制
度
麗
革
的
な
る
も
の
と
云
へ
ば
通
常
非
合
法
的
革
命
的
な
る
も
の
の
み
が
意
味
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

hu

し
ろ
庚
〈
制
度
盤
草
的
な
る
も
の
に
於
て
、
韓
革
の
様
態
の
漸
進
的
な
る
と
念
準
的
な
る
と
に
拘
ら
や
葉
襲
革
者

が
国
家
意
志
な
る
と
否
と
に
よ
っ
て
合
法
的
改
革
的
な
る
も
の
と
非
合
法
的
革
命
的
な
る
も
の
の
二
加
が
分
た
る

ho

、
明
、
刷
、
、
官
、
、
加
、
剤
、
、
、
、
剤
、
、
‘
刷
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
枇
曾
襲
革
期
に
於
て
非
合
法
的
革
命
が
現
ら
は
れ
る
か
合
法
的
改
革
が
現
ら
は
れ
る
か
は

、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、

清
政
者
が
徒
ら
に
既
存
の
制
度
を
固
持
せ
ん
と
す
る
か
否
か
に
拘
は
る
の
で
あ
る
。
故
に
擾
革
期
に
於
て
最
も
重

、
、
‘
.
、
、
.
、
‘
、
、
、
.
、
、
，
、
.
、
.
、
、
、
、
、

要
な
る
こ
と
は
、
魚
政
者
及
皐
者
が
賢
明
で
あ
っ
て
枇
舎
が
盤
革
期
に
あ
る
こ
と
や
最
色
速
に
認
識
し
、
速
に
師

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、

存
の
制
度
自
惜
の
適
切
な
る
控
革
に
向
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。

か
く
て
現
代
の
日
本
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
先
づ
現
代
日
本
の
危
機
伝
な
す
L
」
こ
ろ
の
諸
種
の
祉
舎

悪
が
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
よ
り
愛
せ
る
も
の
で
あ
り
従
っ
て
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
を
麓
草
せ
守
し

て
は
現
代
日
本
の
健
康
回
復
公
望
み
得
、
吉
を
こ
と
を
明
に
し
、
更
に
こ
の
矯
め
に
は
こ
の
資
本
主
義
制
度
の
根
本

原
理
を
如
何
様
に
、
而
し
て
如
何
な
る
仕
方
に
よ
っ
て
麗
革
す
べ
き
か
含
明
に
す
る
こ
と
で
め
あ
。
こ
れ
郎
ち
現

代
日
本
の
枇
曾
獲
革
期
の
世
舎
政
策
的
研
究
で
あ
る
。

こ
こ
に
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
政
策
的
研
究
に
於
て
最
も
重
要
で
あ
り
且
困
難
な
る
は
世
曾
盤
草
期
に
於
け

る
政
策
的
研
究
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
本
来
枇
曾
政
策
的
研
究
が
皐
k
し
て
成
立
せ
し
は
枇
舎
の
盤
草
期
に
於
て
制

度
麗
草
的
研
究
と
し
て
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
叫
卸
ち
歴
史
的
融
合
的
貫
在
の
考
察
が
初
め
て
畢
と
な
っ
た
の
は

高
島
ゐ
組
ア

y
ス
ト
ア
レ
ス
に
於
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
皐
は
ギ
9
シ
ヤ
都
市
圃
家
の
盤
革
期
に
於
で
賓
践
皐
と

拙著『精紳剥率的経済撃D 基礎問題.llC弘支出資行)参照



よ
活
性
伊
-
r
u
Z
H
4

し
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
そ
の
金
髄
の
研
究
課
題
を
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
枇
舎
蓮
華
の
四
原
因
で
あ
っ
た
。

卸
ち
、
如
何
な
る
目
的
の
矯
め
に
(
目
的
因
)
、
如
何
な
る
所
奥
枇
舎
か
ら
(
素
材
因
)
、
如
何
な
る
将
来
枇
舎
を
(
形

相
因
)
、
如
何
な
る
方
策
に
よ
っ
て
(
動
力
因
)
、
貫
現
す
べ
き
か
の
研
究
で
あ
っ
た
。
而
し
て
経
持
皐
は
こ
の
賓
践

事
の
一
部
分
と
し
て
初
め
て
撃
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
初
め
て
一
科
皐
の
撃
と
な
っ
た
の
は
鰹
梼
準
父

ス
ミ
ス
の
鰹
掛
皐
は
向
中
世
静
で
あ
つ
に
営
時
の
英
闘
の
枇
曾
が
費
本
主

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
て
で
み
の
っ
た
。

義
的
世
曾
へ
の
麗
草
期
に
於
て
、
ア
ソ
ス
ト
♂
プ
レ
ス
に
於
け
る
が
加
〈
貫
践
間
半
と
し
て
成
立
し
、
中
世
的
経
樺
枇

食
よ
り
ウ

:Amd所
帯
「
白
熱
的
目
白
の
融
茶
L

づ
引
も
現
代
的
資
本
主
識
的
粧
掛
一
献
舎
へ
の
艶
革
小
田
原
因

を
究
明
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
現
代
の
枇
曾
麓
草
期
の
枇
曾
政
策
に
於
て
は
現
代
の
資
本
主
義
一
枇
曾
よ
り
将
来

枇
舎
へ
の
麗
草
の
四
原
因
が
明
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
卸
ち
如
何
な
る
究
極
目
的
の
矯
め
に
、
如
何
な
る
現
代
一
耽

曾
よ
h
ノ
、
如
何
な
る
牌
来
祉
舎
を
、
加
何
な
る
方
策
に
よ
っ
て
買
現
す
べ
き
か
を
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。こ

れ
を
デ
ィ

Y
タ
イ
に
於
い
て
云
へ
品
、
素
材
因
の
研
究
は
劃
象
把
握
ξ
債
値
評
定
で
あ
り
、
目
的
因
の
研
究

は
こ
の
評
債
の
標
準
の
研
究
で
あ
り
・
形
相
因
の
研
究
は
目
的
定
立
で
あ
り
、
動
力
因
の
研
究
は
方
策
附
奥
で
あ

る
。
こ
の
中
、
封
象
把
握
な
る
も
の
は
理
論
的
部
八
?
と
歴
史
的
部
分
と
に
分
た
れ
、
前
者
は
経
梼
原
論
と
云
は
る

る
司
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
経
済
史
と
一
式
は
る
る
も
の
で
あ
る
。
吐
舎
捷
革
期
の
最
も
具
瞳
的
な
る
鰹
持
率
は
こ
の

一
切
を
研
究
課
題
を
す
る
と
こ
ろ
の
も
で
あ
る
が
、
世
曾
捷
草
期
の
世
舎
政
策
な
る
も
の
は
少
く
L
」
も
経
梼
原
論

岨
型
車
期
目
祉
曾
政
策

第
三
十
五
巻

一
九
三

第
二
競

四
ヨ王

シ
川
勤
武
松
友
ヤ
ル
4

。本誌第三十二巻第四務拙稿「ヂイノレタイ哲事正経吉年哲撃』第二七頁以下及第三
九頁以下参照。



費
草
期
の
批
曾
政
策

第
三
十
五
巻

九
四

第

ま虎

四
六

並
に
極
構
史
の
研
究
の
結
論
を
前
提
と
し
、
他
の
一
切
の
研
究
を
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

在
は
こ
こ
に
は
只
現
代
資
本
主
義
制
度
の
麗
革
期
の
祉
舎
政
策
と
し
て
の
こ
れ
等
の
諸
課
題
の
輪
廓
に
ふ
れ
、

以
て
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
を
麓
革
せ
や
し
て
は
現
代
日
本
の
危
機
を
救
ひ
得
な
い
こ
と
を
明
に
し
に
い
と

思
ふ
。

一
一
、
枇
曾
政
策
の
究
極
目
的

枇
曾
接
結
一
・
期
の
政
策
を
帯
感
す
る
に
あ
っ
て
先
づ
軍
嬰
な
こ
と
は
政
策
の
究
極
目
的
で
J

の
る
。
帥
ち
一
吐
曾
一
炉
問
慨

革
期
に
ま
で
進
み
来
れ
ば
、
そ
こ
に
於
て
枇
舎
の
利
盆
k
考
へ
慣
ら
て
居
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
買
は
特
殊
階
組

の
特
殊
刺
盆
な
の
で
あ
る
。
即
も
今
日
の
枇
舎
に
於
て
は
多
く
の
場
合
資
本
家
階
級
の
鰹
静
的
利
益
が
全
韓
の
刺

盆
で
あ
る
か
の
如
〈
に
主
張
さ
れ
て
居
る
。
故
に
枇
舎
麺
革
期
の
赴
曾
政
策
に
於
て
は
先
づ
祉
舎
の
会
鯉
的
利
盆

の
考
方
か
ら
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
こ
れ
が
矯
め
に
は
先
づ
一
般
的
に
、
次
に
歴
史
的
具
瞳
的
に
考
へ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

、
、
、

先
づ
一
般
的
に
考
ふ
れ
ば
、
人
聞
の
枇
曾
生
活
の
究
極
目
的
は
枇
舎
善
の
貫
現
と
一
五
ふ
こ
と
で
あ
る
c

即
ち
枇

曾
の
緯
の
成
員
を
し
て
人
聞
に
ら
し
ひ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
洋
の
東
西
を
問
は
争
、
時
の
古
今
を
論
ぜ

守
護
り
な
い
。
卸
ち
東
洋
に
於
て
は
『
大
牟
』
に
於
て
代
表
的
に
、
大
挙
之
道
、
在
ν
明
一
一
明
槙
づ
在
ν
親
v
民
な
る
語

に
よ
っ
て
云
ひ
現
は
さ
れ
て
居
る
。
即
ち
明
一
一
明
徳
一
と
は
人
間
た
る
の
本
質
を
後
揮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
親
v
民
正



は
枇
舎
の
成
員
を
し
て
人
間
た
る
の
本
質
を
後
揮
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
西
洋
に
於
て
は
、
こ
の
こ
と
は

ア
y
ス
ト
ア
V

ス
に
於
て
代
表
的
に
一
五
ひ
現
は
さ
れ
て
居
る
。
郎
ち
ア
リ
ノ
ス
ト
ア
レ
ス
が
人
間
善
と
せ
し
と
こ
ろ

の
も
の
は
人
聞
を
し
て
人
間
た
ら
し
h
u

る
正
こ
ろ
の
機
能
を
十
全
に
活
動
せ
し
な
る
こ
と
で
あ
り
、
市
し
て
枇
曾

善
と
せ
し
と
こ
ろ
の
も
の
は
枇
舎
の
成
員
を
し
て
人
間
菩
を
完
ふ
せ
し
な
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は

枇
舎
の
大
小
に
つ
い
て
接
ら
な
い
。
印
ち
、
家
庭
枇
舎
に
於
て
は
家
庭
変
で
あ
り
、
国
民
一
枇
曾
に
於
て
は
国
民
愛

で
あ
り
、
人
類
一
枇
曾
に
於
て
は
人
類
変
で
あ
る
。
而
し
て
人
類
歴
史
の
究
極
の
目
的
は
人
類
愛
を
賀
現
す
る
こ
と

で
め
忍
。

こ
れ
営
歴
史
的
具
瞳
的
に
考
ふ
れ
ば
、
こ
の
究
極
目
的
が
貰
現
サ
ら
れ
得
ぺ
き
限
度
は
其
時
々
の
歴
史
的
事
情

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
限
度
の
最
大
限
に
於
て
こ
れ
を
貫
現
す
る
こ
と
が
其
時
々
の
歴

史
的
具
瞳
的
な
る
枇
舎
善
で
あ
る
。

今
我
闘
の
歴
史
を
顧
み
る
に
此
歴
史
を
一
貫
し
て
融
合
善
を
携
へ
る
者
、
円
円
高
♀
は
皇
室
で

J

め
っ
た
。
こ
こ
に

我
皇
室
の
高
世
一
系
な
る
所
以
が
あ
る
。
而
し
て
此
枇
舎
善
を
質
現
し
得
べ
き
限
度
は
、
一
耽
曾
の
進
歩
と
共
に
衣

第
に
憤
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
却
ち
王
朝
時
代
に
於
て
は
貴
族
階
級
一
炉
、
封
建
時
代
に
於
て
は
こ
れ
よ
り
も
夏
日
庚

く
武
士
階
緩
ま
で
が
、
主
と
し
て
人
間
的
生
活
を
享
け
得
た
。
而
も
宵
多
く
の
人
々
は
未
行
人
間
た
る
の
生
活
を

亨
け
得
な
か
っ
た
。
明
治
維
新
に
営
つ
て
は
明
治
大
帝
が
「
維
新
の
詔
』
に
於
て
「
今
般
朝
政
一
新
の
時
に
麿
り

天
下
億
兆
一
人
も
業
蕗
を
待
5
る
時
は
皆
股
が
罪
な
れ
ば
」
と
宜
は
れ
し
が
如
く
、
穂
て
の
国
民
を
し
て
人
間
七

同
盟
革
期
の
祉
曾
政
策

第

f席

第
三
十
五
巻

九
正ι

四
七

。拙著『精榊科撃的経理事f警の基礎問題」第ご抗告第四章参照。
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一
九
六

る
の
生
活
を
亨
け
し
か
る
と
こ
ろ
の
園
民
愛
が
葉
究
極
目
的
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
事
費
上
今
日
常
ほ
農
村
及

都
市
の
下
層
を
潟
せ
る
多
〈
の
人
々
は
只
だ
祉
舎
の
生
産
的
機
関
と
し
て
生
産
的
根
隷
と
し
て
生
存
す
る
の
み
で

措
型
車
期
白
一
位
舎
政
策

第
三
十
五
巻

第

務

四
iI.. 

あ
っ
て
、
未
だ
人
間
的
生
活
を
享
け
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
多
〈
の
人
々
が
人
間
的
生
活
を
免
し
得

y
る
所
以
は
主
と
し
て
経
梼
的
事
情
に
あ
る
。
然
る
に
明
治
以
来
の
資
本
主
義
経
簡
の
後
遺
の
結
果
と
し
て
我
国

会
睦
の
艦
梼
的
生
産
力
は
著
し
〈
増
大
し
た
の
で
あ
っ
て
、
今
や
こ
の
生
産
力
を
十
分
に
後
揮
せ
し
め
幽
民
の
異

の
生
活
に
用
ふ
る
な
ら
ば
幽
民
全
韓
を
し
て
人
聞
と
し
て
の
生
活
を
亨
け
し
む
る
を
得
る
可
能
性
が
輿
へ
ら
れ
て

B
-
B
》

。

日
川
件
目か

く
て
こ
の
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
可
能
性
を
現
貫
し
、
我
国
民
会
韓
を
し
て
人
間
的
生
活
を
字
け
し
め
、
人
間
善

を
費
揮
せ
し
か
る
こ
と
が
、
今
日
初
め
て
、
我
闘
の
枇
舎
政
策
の
具
瞳
的
な
る
目
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し

て
今
日
こ
の
目
的
を
質
現
す
る
方
策
が
中
心
的
に
経
済
的
制
度
の
盤
革
に
か
か
っ
て
居
る
が
故
に
、
今
日
の
畦
曾

政
策
論
は
制
度
麗
草
的
政
策
論
で
あ
り
、
而
も
鰹
梼
的
制
度
の
鍾
革
が
考
察
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
ニ
、
資
本
主
義
制
度
の
慣
値
批
判

，q
資
本
主
義
制
度
の
本
質

世
曾
善
な
る
も
の
は
本
質
上
不
盤
的
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
世
舎
制
度
な
る
も
の
は
此
世
舎
善
を
絶
え
争

責
現
し
得
る
様
め
に
本
質
上
司
盤
的
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
の
枇
合
政
策
が
制
度
盤
革
的
政
策
で

前掲本誌拙稿第七四頁以下参照r) 



岨
型
車
期
の
枇
合
政
策

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
現
代
の
枇
曾
的
諸
悪
が
現
代
枇
合
制
度
の

根
本
的
特
徴
を
な
せ
る
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
自
瞳
よ
り
脅
す

る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
か
〈
て
現
代
の
枇
曾
政
策
論
に
於
て
は

こ
の
こ
と
を
明
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
現
代
の
枇
曾

政
策
論
の
素
材
因
論
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
矯
め
に
は
先
づ
資
本

主
義
制
度
の
根
本
原
理
を
明
に
し
て
置
く
こ
と
を
要
す
る
。
而
し
て

資
本
山
十
一
議
制
肢
の
相
本
照
明
は
掛
川
地
主
議
制
民
む
粧
掛
脱
却
酌
研
究

並
に
経
梼
史
的
研
究
を
待
っ
て
初
め
て
十
分
に
明
に
さ
れ
得
る
も
の

で
あ
る
が
、
悲
に
は
只

r葉
一
般
性
を
、
こ
れ
左
異
な
る
制
度
の
原

理
と
封
照
せ
し
h
u
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
に
す
る
に
止
め
る
。

経
掛
一
吐
舎
に
は
そ
こ
に
於
て
人
聞
が
結
ば
れ
て
居
る
在
り
方
の
直

接
な
る
と
間
接
な
る
と
に
よ
っ
て
二
つ
の
基
本
型

p
z
E門
司
自
が

区
別
さ
れ
る
。

一
つ
は
左
固
に
於
け
る
が
如
く
人
々
が
先
づ
直
接
に

結
合
し
て
存
在
し
、
ぞ
れ
等
の
人
々
の
共
同
的
な
る
勢
働
に
よ
っ
て

業
祉
舎
の
人
々
に
必
要
な
る
物
が
共
同
的
生
産
物
と
し
て
生
産
せ
ら

第
三
十
五
巻

一
九
七

四
九

第
二
貌



出
現
草
期
の
社
舎
政
策

第
三
十
五
巻

九
A 

第
二
時
事

五
O

れ
、
消
費
さ
れ
る
在
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
他
は
左
闘
に
於
け
る
が
加
〈
人
々
は
孤
立
的
に
存
在
し
、
只

だ
そ
れ
等
の
人
々
の
個
別
的
勢
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
る
個
別
的
生
産
物
が
相
互
に
貨
幣
を
通
じ
て
交
換
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
等
の
人
々
が
間
接
に
物
的
に
結
ば
れ
て
居
る
在
り
方
で
あ
る
。
而
し
て
後
者
が
現
代
経
持

制
度
の
根
本
原
理
で
あ
る
。
こ
の
原
理
に
於
て
は
人
々
は
今
日
の
経
掛
吐
舎
に
於
げ
る
が
如
く
如
何
に
密
接
に
結

ば
れ
て
見
え
る
場
合
に
於
て
も
本
質
的
に
は
孤
立
的
に
存
在
し
居
る
の
で
あ
っ
て
、
只
ピ
各
人
の
在
的
勢
働
の
在

的
生
産
物
の
交
換
闘
係
仁
よ
っ
て
の
み
間
接
に
結
ば
れ
一
肱
曾
的
結
合
を
形
成
し
て
居
る
仁
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こっ
:
L
式
野
.
t、珂
3
旧

L
K
釜
正
bTη
リ
誌
に
一
良
型
作
L
ご
h
J
'
b
，
戸
、
野
清
子
.
ト
ト
主
臨
同
E
J
7
J
b
D
4
:
ひ
崎
将
ド
京
国
型
-
』
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1
t
a
d
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-ト

V
-
2
-
5
1
r
f
J
'
I
C
I
L
i
p
-
J
A
l
-
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於
て
麓
り
な
い
の
で
あ
っ
て
、
只
だ
其
一
層
費
展
し
た
る
形
態
で
あ
る
。
部
ち
商
品
生
産
財
曾
に
於
て
生
き
ん
左

す
る
者
は
自
己
の
生
産
せ
し
商
品
乞
金
に
代
へ
此
の
令
を
自
己
の
消
費
せ
ん
と
す
る
商
品
に
代
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
，
か
、

而
も
自
ら
商
口
聞
を
生
産
せ
ん
と
す
る
者
は
こ
れ
が
矯
め
に
必
要
な
る
生
産
手
段
及
び
生
活
資
料
の

定
量
を
所
有
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
若
し
其
人
に
し
て
此
等
必
要
物
を
有
さ
な
い
な
ら
ば
彼
は
所
謂
商

品
を
生
産
し
得
、
ぎ
る
が
故
に
自
己
が
供
給
し
得
る
只
一
の
商
品
と
し
て
自
己
の
勢
働
を
責
る
こ
と
に
よ
り
て
生
き

な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
乙
れ
が
却
ち
叫
労
働
者
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
を
買
取
る
も
の
は
資
本
家
で
あ
る
。
剖
ち
前
者

は
勢
働
力
を
商
品
と
し
て
後
者
に
販
賢
し
、
後
者
は
買
ひ
取
り
に
る
勢
働
力
を
し
て
自
己
の
所
有
す
る
生
産
手
段

を
以
て
所
謂
商
品
を
生
産
せ
し
め
、
こ
れ
を
販
責
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
居

る
と
こ
ろ
の
商
品
生
産
者
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
文
明
闘
に
於
て
は
最
早
や
草
純
な
る
商
品
生
産
祉
舎
な
る
も
の
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Ja在現

え
河
口

世
間
一
般
の
人
々
に
於
て
の
み
な
ら
や
、
多
〈
の
政
治
家
に
於
て
も
、
更
に
多
〈
の
串
者
に
於
て
も
事
買
で
あ
る
。
一
巾人+

4
 

n
 

w
 

B
 

-h

る
い川局

日
て

G
」

主
云

'v
と

可
る

川
す

引
に

は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
中
に
は
勢
働
力
色
ま
に
商
品
と
し
て
買
買
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
商
品
生
産

吐
舎
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
が
資
本
主
義
的
制
度
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
か
く
の
如
き
経
持
制
度
で
あ
る
。
か
く

て
現
代
経
梼
制
度
の
本
質
は
要
す
る
に
商
品
生
産
枇
舎
の
根
本
原
理
に
J

の
る
と
一
再
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

今
日
資
本
主
義
鰹
持
制
度
の
下
に
生
き
、
日
々
の
生
活
が
其
原
理
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
居
る
現
代
人
に
と
っ
て

は
、
こ
の
制
度
の
根
本
原
理
が
永
久
不
麺
な
-
も
の
で
め
る
か
の
如
〈
に
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
車
に

介
仰
の
政
治
掠
止
山
県
清
い
し
よ
っ
て
主
誠
九
C

れ
プ
ツ
め
る
蹴
曾
政
覧
む
ぷ
も
ゅ
の
品
開
ん
ど
都

τい
か
賓
不
主
義
制
度

の
根
本
原
理
を
前
提
と
し
、
こ
の
下
に
於
い
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
世
舎
麓
革
期
の
費

策
と
な
り
得
ぬ
こ
と
は
院
に
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
其
の
原
因
は
重
に
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
費

本
主
義
的
世
曾
聞
係
を
永
久
不
盛
な
る
も
の
で
あ
る
正
考
へ
る
素
朴
な
る
意
識
よ
り
我
々
を
救
ふ
矯
め
に
最
も
有

力
な
る
も
の
は
デ
イ
y
b
y

イ
の
所
謂
「
歴
史
的
意
識
」
で
あ
る
。
即
ち
我
園
の
歴
史
を
顧
る
も
資
本
主
義
制
度
な

る
も
の
は
明
治
維
新
以
後
に
西
欧
よ
り
輸
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

h
y

〈
て
我
圃
の
長
き
文
化
史
に
於

て
資
本
主
義
制
度
な
る
も
の
が
、
日
本
人
の
生
活
を
規
定
せ
し
時
聞
は
僅
に
竿
世
紀
程
に
遁
ぎ
な
い
。
ま
に
、
こ

の
制
度
を
そ
れ
よ
り
輸
入
せ
し
と
こ
ろ
の
西
欧
塵
史
に
つ
い
て
見
る
も
資
本
主
義
制
度
は
十
九
世
紀
に
於
て
始
め

て
十
分
に
貰
現
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
人
類
の
祉
舎
生
活
の
大
部
分
は
人
間
の
商
品
的
間
接
的
結

合
原
理
と
は
反
劃
の
直
接
的
結
合
の
原
理
に
於
て
規
定
さ
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
直
接
的
結
合
の
原
理
に
つ

捕
型
車
・
期
の
枇
舎
政
策

九
大A

第
三
十
五
巻

第

披

五

壱
パ
込
説
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援
背
中
期
の
枇
舎
政
策

第
三
十
五
巻

二
O
O

第
二
務

互五

い
て
は
、
後
に
現
代
世
舎
政
策
の
現
質
す
べ
き
枇
舎
形
相
を
論
宇
る
に
営
っ
て
詳
に
す
る
。

船
資
本
主
義
制
度
と
現
代
世
曾
悪

以
上
に
於
で
在
は
今
日
の
経
持
枇
舎
の
根
本
原
理
を
一
腰
明
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
遁
ぺ
た
る
が
如
〈
現

代
世
舎
悪
の
根
本
原
因
が
此
鰹
梼
枇
舎
の
根
本
原
理
に
あ
る
左
云
ふ
こ
と
は
世
舎
政
策
論
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
現
代
世
舎
悪
が
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
よ
り
本
質
的
に
費
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
代
の
枇
合
政

策
は
、
制
度
麓
革
的
政
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
市
し
て
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理

は
鰹
桝
的
枇
曾
揺
の
み
な
ら
十
、
既
〈
現
代
枇
品
開
感
の
根
本
原
悶
で
あ
ク
心
。
以
下
先
づ
鰹
組
問
的
批
曾
息
よ
り
初
め

で
こ
の
こ
と
を
考
察
し
よ
う
c

現
代
の
祉
舎
悪
は
先
づ
極
構
的
事
象
に
於
て
総
て
の
人
々
を
驚
か
し
て
居
る
。
師
ず
り
今
日
何
百
高
石
の
米
は
、

大
な
右
国
民
の
負
揖
を
も
っ
て
政
府
に
買
上
げ
ら
れ
倉
庫
に
於
て
鼠
に
か
ま
れ
最
に
つ
い
ば
ま
れ
、
そ
の
あ
げ
〈

一
升
戴
銭
の
債
格
を
も
っ
て
外
国
に
買
ら
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
が
、
而
も
こ
の
米
を
生
産
し
つ
つ
あ
る
農
村
に
於

て
す
ら
無
数
の
人
々
が
飢
餓
に
逗
ら
れ
て
居
る
。
ま
た
生
糸
に
つ
い
て
も
幾
高
梱
が
岡
民
の
何
千
高
固
の
負
携
を

も
っ
て
買
ひ
上
げ
ら
れ
、
政
府
は
こ
れ
を
衣
類
以
外
の
用
途
に
消
費
し
壷
さ
ん
と
し
て
実
方
法
に
営
惑
し
つ
つ
あ

忍
に
拘
ら
・
?
、
他
方
着
る
に
衣
類
な
き
人
々
が
世
に
少
な
か
ら
宇
あ
る
。
か
く
の
如
き
矛
盾
は
ひ
と
り
我
固
に
於

て
の
み
で
は
な
い
。
外
国
に
於
て
も
綿
花
が
山
と
積
ま
れ
て
携
き
梯
は
れ
つ
つ
あ
る
側
に
多
〈
の
人
々
は
寒
さ
に

ふ
る
え
て
ゐ
る
。
ま
た
牛
乳
が
河
の
加

t
に
流
さ
れ
つ
つ
あ
る
に
拘
ら
宇
多
〈
の
子
供
が
呑
h
u
に
乳
な
〈
し
て
死



己
し
つ
つ
あ
る
。
か
く
く
人
聞
が
長
き
歴
史
的
援
展
を
通
じ
て
今
日
ま
で
に
か
ち
得
に
る
巨
大
な
る
生
産
力
は
今

日
の
経
梼
枇
舎
に
於
て
は
、
異
に
人
聞
の
生
活
の
鴻
め
に
後
輝
さ
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
に
生
産
と
消
費
止
の
矛
盾
せ
る
不
可
解
な
る
現
象
は
、
今
日
の
鰹
掛
融
合
に
と
っ
て
車
に
偶
然
的

な
る
事
象
で
な
く
、
そ
の
根
本
原
理
よ
り
恥
骨
骨
に
後
生
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
前
越
せ
し
如
〈
今
日
の

経
掛
制
度
の
根
本
原
理
に
於
て
は
.
経
掛
主
瞳
は
本
質
的
じ
は
拡
立
的
に
存
在
し
、
只
ピ
金
銭
的
交
換
開
係
を
以

て
結
ば
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
生
産
的
事
情
よ
り
云
へ
ば
そ
れ
は
無
政
府
般
競
に
陥
ら
.5
る
を
得
な
い
。
印

も
そ
こ
仁
は
共
同
耐
曾
仁
於
む
之
が
'
劃
〈
一
耐
命
日
会
副
胞
の
生
産
物
mw
且

B
E
U
質
を
枇
曾
畳
間
mw一
貫
際
釦
必
要
じ
諭
合

せ
し
な
ぺ
き
一
位
命
目
的
金
韓
的
意
識
な
る
も
の
は
存
せ
や
只
だ
各
生
産
主
韓
は
各
自
の
金
銭
的
利
得
の
見
込
み
如
何

に
よ
っ
て
葉
生
産
量
を
増
減
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
自
己
の
生
産
物
の
債
格
の
高
く
金
銭
的
収
入
が
大
で
あ

る
と
考
へ
れ
ば
軌
れ
も
生
産
ぞ
憤
大
し
、
か
〈
て
生
産
過
剰
に
陥
る
。
か
〈
て
生
産
物
の
慣
格
は
著
し
く
低
〈
な

り
各
生
産
者
は
其
生
産
量
を
増
大
せ
し
め
な
が
ら
反
っ
て
業
金
銭
牧
入
は
著
し
く
減
少
す
る
。
か
く
金
銭
牧
入
が

減
少
す
る
に
至
れ
ば
出
来
る
だ
け
多
く
を
生
産
し
販
責
せ
ぎ
れ
ば
生
活
し
得
ぎ
る
こ
と
と
な
る
が
故
に
、
各
人
は

盆
々
多
く
を
生
産
す
る
こ
と
と
な
る
。
而
も
各
々
が
多
く
生
産
す
る
程
枇
曾
全
瞳
の
生
産
量
は
膨
大
し
生
産
物
の

債
格
は
愈
々
低
下
し
、
票
結
果
愈
々
多
く
を
生
産
せ
ぎ
れ
ば
生
活
し
得
玄
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
今
生
産
を
増
大

せ
?
と
離
も
需
要
が
何
等
か
の
事
情
に
よ
り
滅
少
す
る
な
ら
ば
同
様
の
結
呆
を
生
宇
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
き

矛
盾
は
今
日
の
農
産
物
の
債
格
の
下
落
と
農
家
生
活
の
窮
迫
と
に
於
て
最
も
よ
〈
現
ら
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
被

場
革
期
の
枇
曾
政
策

第
三
十
五
巻

O 

第
二
披

主E



雄
理
草
期
白
社
合
政
策

第
三
十
五
巻

第

Z虎

五
四

二
O
二

等
は
働
か
.
ぎ
る
が
故
に
食
ひ
得
F
る
に
み
ら
や
働
い
て
愈
々
食
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。

今
こ
れ
を
消
費
者
例
の
事
情
よ
り
見
れ
ば
前
越
せ
し
現
代
経
掛
制
度
の
根
本
原
理
の
結
果
需
要
の
支
配
力

pm

g
三
B
E高
官
者
向
門

D
Z巾
2
2
ω

な
る
も
の
が
支
配
す
る
。
印
ち
枇
舎
の
生
産
物
は
、
人
間
生
活
の
必
要
に
膳
じ

て
で
は
な
く
、
需
要
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
消
費
者
に
奥
へ
ら
れ
る
。
需
要
と
は
必
要
k
は
異
り
購
買
力
ぞ
件
ふ
必

要
で
あ
る
が
故
に
、
た
と
ひ
餓
死
す
る
ま
で
に
飢
え
て
食
を
必
要
と
し
つ
つ
あ
る
人
々
あ
り
と
睡
も
、
ぞ
の
人
に

じ
て
購
買
力
即
金
銭
を
有
せ
r
t
る
限
り
一
一
碗
の
米
と
雌
も
典
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
而
も
他
方
金
銭
を
有
す
る
な

ら
ぱ
如
何
な
芯
者
停
品
と
雌
ら
枇
舎
は
こ
れ
か
ι
生
産
し
そ
の
へ
に
興
へ
る
の
-
む
あ
る

3

か
〈
て
嚢
に
一
見
不
可
解
な
る
か
に
見
え
た
る
現
代
世
舎
の
鰹
掛
的
矛
盾
は
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
よ
り

本
質
的
に
生
守
る
の
で
あ
る
。
剖
ち
そ
こ
に
於
て
は
一
方
衣
食
の
料
が
多
量
に
康
棄
さ
れ
つ
つ
あ
る
は
、
其
供
給

を
制
限
し
て
以
て
葉
債
格
の
暴
落
を
食
ひ
止
め
ん
が
震
で
あ
る
。
而
も
他
方
多
〈
の
人
々
が
衣
食
に
さ
え
窮
じ
っ

つ
ゐ
る
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
衣
食
を
欲
し
て
居
る
と
離
も
而
も
購
買
力
に
る
金
銭
含
有
せ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。

資
本
主
義
制
度
の
下
に
於
て
は
、
物
の
み
な
ら
子
、
崎
労
働
も
亦
こ
の
枇
曾
の
根
本
原
理
よ
り
商
品
と
し
て
責
買

せ
ら
れ
る
こ
と
は
前
越
せ
し
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
こ
こ
に
も
鰹
梼
的
一
祉
舎
惑
の
根
源
が
あ
る
。
卸
・
4hJ

袖
労
働
者
は

自
己
の
供
給
し
得
る
商
品
た
る
勢
働
の
供
給
者
で
あ
り
資
本
家
は
其
購
買
者
で
あ
る
。
こ
の
販
責
者
と
購
買
者

と
の
聞
に
は
人
格
の
形
式
上
の
卒
等
は
存
す
る
が
、
貫
質
上
は
勢
働
者
が
常
に
従
属
的
地
位
に
立
ち
不
利
な
る
取

引
を
な
さ
ま
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
抽
労
働
者
は
勢
働
力
な
る
商
品
を
有
す
る
左
雄
色
こ
の
商
品
は
こ
れ
を

Cannan ; 'Veal t b 3・ed.p. I∞以下参照1) 



資
本
家
に
責
却
す
る
に
あ
ら
.
ざ
れ
ば
何
等
自
己
の
生
活
の
賓
と
な
ら
冒
ざ
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
費
本

主
義
制
度
が
後
展
す
る
に
従
ひ
資
本
主
義
制
度
の
本
質
上
失
業
者
の
教
が
・
次
第
に
増
大
し
行
く
左
云
ふ
マ

Y
ク
ス

の
主
張
ば
、
不
幸
に
し
今
日
各
凶
に
於
て
大
規
模
に
貫
現
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
我
固
に
於
て
も
年
々
其
戴

を
増
大
し
つ
〉
あ
る
の
で
あ
る
。

か
く
現
在
の
勢
働
者
が
不
利
な
る
地
位
に
立
つ
結
果
は
其
子
孫
の
運
命
ま
で
不
合
理
に
決
定
す
る
こ
と
と
な
る

印
ち
彼
等
は
十
分
な
る
殺
育
七
受
け
る
念
特
守
、
従
っ
て
親
土
同
様
に
実
勢
働
を
商
品
2
し
て
貰
ら
5
る
可
ら
ざ

る
運
命
を
永
久
に
負
ふ
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
持
樹
容
な
る
階
級
JP人
1
日
且
ら
る
る
川
畑
く
国
定
化
す
品
。

-
¥
，
〆

"
t
パ

υ

こ
と
は
車
に
経
掛
的
枇
舎
悪
で
あ
る
の
み
な
ら
宇
.
最
も
重
大
な
る
人
格
的
世
曾
悪
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
就
て

は
、
数
育
に
闘
す
る
枇
曾
悪
に
於
て
更
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
に
於
て
、
私
は
今
日
の
経
持
的
世
曾
悪
が
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
よ
り
本
質
的
に
援
し
て
居
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
衣
に
業
他
の
世
舎
諸
悪
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
而
し
て
悲
に
一
方
明
に
し
て
置
く
べ
き
こ
と
は
経
済
制
度
な
る
も
の
が
、
ご
重
に
人
間
生
活
を
決
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。
邸
ち
そ
れ
は
一
方
ぞ
れ
が
生
産
し
分
配
す
る
と
こ
ろ
の
富
の
質
並
に
量
を
通
じ
て
人
生
を
決
定
す

る
。
こ
の
こ
と
に
就
て
は
以
上
に
於
て
考
察
し
た
ョ
然
る
に
艦
持
制
度
な
る
も
の
は
他
方
人
間
の
経
済
的
活
動
の
仕

、
、
、
、
、
、

方
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
生
活
を
決
定
す
る
。
部
ら
今
日
の
一
枇
舎
に
於
て
は
、
経
蹄
生
活
な
る
色
の
は

一
枇
舎
の
大
多
数
の
人
々
の
人
生
の
最
も
妊
な
る
時
代
を
、

而
し
て
日
々
の
最
も
有
能
な
る
時
聞
を
充
す
と
こ
ろ
の

掛
煙
車
期
の
祉
曾
政
策

第
三
十
五
巻

二

o=一
第
二
裁

五
五



襲
革
期
白
枇
舎
政
策

第
三
十
五
巻

ニ
O
四

第
二
一
統

玉
大

も
の
で
あ
る
が
故
に
、
経
持
生
活
の
仕
方
な
る
も
の
は
枇
舎
の
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
其
人
格
を
決
定
す
忍
左

こ
ろ
の
根
本
原
因
と
な
る
。
而
し
て
、
こ
の
鮭
樺
生
活
の
仕
方
な
る
も
の
は
こ
の
下
に
於
て
此
等
の
人
々
が
経
酒

生
活
を
替
な
と
こ
ろ
の
鮭
持
的
枇
舎
制
度
の
根
本
原
理
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
既
に
遁
ペ
に

、
、
、
、
、
、

る
が
如
〈
資
本
主
義
的
制
度
に
於
て
は
人
々
は
本
質
的
に
は
弧
別
的
に
存
在
し
、
在
的
勢
働
の
在
的
生
産
物
の
交

換
閥
係
に
よ
り
初
め
て
物
的
に
結
ぼ
れ
る
の
で
あ
っ
て
物
的
に
結
ぼ
れ
る
こ
と
な
く
し
て
は
生
活
す
る
こ
と
す
ら

、
、
.
、
、
.
、
、
，
、
、
、

出
来
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
こ
こ
に
於
て
は
枇
舎
の
人
々
の
性
格
は
利
己
主
義
的
唯
物
主
義
的
に
規
定
3
れ
る
。

従
っ
て
こ
の
利
己
主
義
的
唯
物
主
義
的
色
調
が
此
一
世
曾
の
諸
文
化
域
な
根
本
的
に
規
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
広
に

現
代
に
於
け
る
諸
種
の
枇
舎
悪
の
根
本
原
因
が
存
す
忍
の
で
あ
あ
。

先
づ
今
日
の
散
育
昇
を
見
ん
に
、
こ
の
も
の
も
資
本
主
義
制
度
の
唯
物
主
義
的
個
人
主
義
的
根
本
原
理
に
よ
っ

て
決
定
し
て
ゐ
る
。
卸
ち
散
育
な
る
も
の
は
、
人
間
生
活
の
根
本
で
あ
り
、
人
間
善
の
貫
現
の
矯
め
に
最
も
重
要

な
る
も
の
で
め
る
c

従
っ
て
圃
家
が
圃
民
に
劃
す
る
最
も
重
要
な
る
義
務
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
現
代
枇
曾
に
於
て

は
敬
育
の
機
舎
が
、
極
端
何
一
枇
舎
に
於
け
る
商
品
、
と
同
じ
く
、
会
鏡
に
よ
っ
て
貰
賀
さ
れ
て
ゐ
る
。
業
結
果
、
般
A
T

如
何
に
優
れ
七
る
天
分
を
有
す
る
者
と
雄
も
金
銭
に
恵
ま
れ
。
さ
る
も
の
は
決
し
て
高
き
敢
育
を
受
付
特
な
い
c

か

t
て
今
日
の
枇
曾
に
於
て
は
優
れ
た
る
天
分
併
有
す
る
多
く
の
人
々
も
、
只

r貧
困
な
る
家
庭
に
生
れ
た
る
の
所

思
を
以
て
業
天
八
?
を
十
分
啓
援
す
る
機
舎
を
奥
へ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
一
生
を
絡
ち
某
に
葬
り
去
ら
れ

つ
つ
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
代
世
曾
の
最
も
重
大
な
る
人
間
悪
で
あ
る
。
か
く
て
現
代
の
枇
曾
は
多
く



の
人
格
を
無
視
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
其
結
果
多
〈
の
人
才
を
失
ひ
、
一
駐
曾
自
身
が
受
け
つ
つ
あ
る
精
紳
的

損
失
は
計
る
可
ら
ぎ
る
色
の
が
あ
る
。
世
に
人
才
少
き
を
歎
じ
つ
つ
あ
る
現
代
祉
舎
は
、
こ
こ
に
も
甚
だ
し
き
矛

盾
を
浦
戚
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ま
た
か
く
の
如
〈
敢
育
の
扉
が
金
銭
の
鍵
に
よ
っ
て
聞
か
れ
る
現
代
世
舎
に
め
つ
て
は
、
よ
り
高
き
教
育
を
受

け
ん
と
す
る
程
、
よ
り
多
〈
の
資
カ
を
要
し
而
し
て
よ
り
高
き
致
育
を
受
け
た
る
者
程
よ
り
高
き
世
曾
的
地
位
に

つ
を
得
る
の
で
あ
る
故
に
、
枇
曾
の
上
位
よ
り
下
位
に
行
〈
に
従
っ
て
捷
つ
て
ゐ
る
世
舎
屠
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
人

々
の
人
間
と
し
て
の
能
力
の
上
下
芝
府
す
よ
り
も

U
し
ろ
人
々
が
支
配
し
得
た
る
寮
力
の
多
寡
を
反
映
し
て
居
る

の
で
あ
る
。
こ
の
賠
に
於
て
現
代
世
舎
は
文
字
通
り
に
物
化
せ
る
枇
舎
で
あ
り
、
人
間
の
枇
曾
的
正
義
観
を
裏
切

る
こ
と
最
も
甚
だ
し
い
の
で
あ
る
。
現
代
の
枇
舎
が
そ
れ
に
向
っ
て
進
む
べ
き
枇
舎
に
於
て
は
、
何
よ
り
も
先
づ

こ
の
数
育
の
商
品
わ
が
打
破
せ
ら
れ
、
所
謂
「
敬
育
の
貫
質
的
機
曾
均
等
〕
が
貫
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち

敢
育
の
機
曾
は
被
散
育
者
の
軽
掛
的
資
力
に
拘
る
こ
と
な
く
、
専
ら
芸
人
間
的
能
力
に
よ
り
訣
せ
ら
れ
、
従
っ
て

よ
b
高
き
敢
育
の
扉
は
被
敢
育
者
の
よ
り
高
き
人
間
的
能
力
に
膳
じ
て
聞
か
れ
、
か
〈
て
枇
舎
の
人
的
才
能
の
資

源
は
残
り
な
く
開
畿
さ
れ
て
枇
命
日
の
鴻
め
に
遺
憾
な
く
用
ひ
ら
れ
、
批
舎
屠
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
人
間
的
能
力
の
高

さ
を
反
映
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
日
多
〈
の
人
々
は
物
的
資
源
の
間
接
に
の
み
心
を
奪
は
れ
人
的

骨
除
か
骨
砂
を
充
分
に
問
題
と
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
自
瞳
現
代
人
の
意
識
が
資
本
主
義
制
度
に

よ
っ
て
物
化
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

拙
型
車
期
の
枇
舎
政
策

第
三
十
五
巻

O 
五

第
二
貌

五
七

拙著「精J神科撃的経済皐白基礎問題』第日 I~五頁以下参照。1) 



一
鑓
革
期
目
社
舎
政
策

第
三
十
五
巻

二
O
六

第
二
務

五ヘ

究
に
今
日
の
政
治
界
を
見
ん
に
、
何
人
も
業
著
し
き
堕
落
に
驚
か

Y
る
が
}
得
な
い
。
而
も
其
原
因
も
ま
た
資
本

主
義
制
度
の
唯
物
主
義
的
利
己
主
義
的
根
本
原
理
に
あ
る
の
で
あ
る
。
先
づ
政
黛
な
る
も
の
は
利
己
主
義
的
唯
物

主
義
的
私
黛
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
戚
さ
え
あ
る
、
世
人
を
驚
か
せ
し
幾
多
の
政
黛
員
の
漬
職
事
件
な
る
も
の
は

只
だ
彼
ら
の
醜
行
の
一
端
の
暴
露
せ
し
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
政
黛
政
府
な
る
色
の
が
、
如
何
に
「
園
民
の
矯
め

政
治
」
に
冷
淡
で
あ
る
か
は
、
枇
舎
の
最
も
貧
窮
せ
る
人
々
を
救
済
す
る
鴻
め
の
救
護
法
を
立
法
し
な
が
ら
そ
れ

が
貫
施
を
二
三
百
高
闘
の
費
用
の
清
め
い
μ
延
期
し
而
も
他
方
金
融
資
本
家
の
錦
め
に
は
賞
糸
救
掛
の
名
に
於
て
敷

t
l
v同
町
町
剖

P

↑4μ
川
ナ
/
」
肘
肺
門
こ
人
、
、

-Lv
コ
ト
九
;
持
、
加
》

t
L
f
E
2
1
Y
3
9
4
H
ノ

f

J

h

)

日

1
'
E
F
・
唱
、

1
4
k
r
r
f
t
T
3
h
[
|

ベ

E
I
h
H
V
-
J
-
j
1
1
4
1
I
u
l
b
w
t
c
〈

一

7
9
l
l
t
加
下
庁

J
e
H
i幽

h
〈

c
h
h
v二
車
百
川

i
J
f
鴨
川
ふ
中
山
叩
ー
カ

f
ん
下
ト

の
却
さ
窮
牒
に
陥
る
ま
で
打
す
て
て
置
か
れ
た
こ
と
は
・
む
し
ろ
営
然
で
J

の
る
。
今
日
の
政
黛
政
治
の
か
く
の
如
き

喧
落
の
原
因
が
資
本
主
義
的
制
度
の
原
理
に
あ
る
こ
と
は
、
政
黛
政
府
成
立
の
基
礎
を
見
る
な
ら
ば
一
層
明
と
な

る
。
先
づ
政
薫
を
構
成
す
べ
き
議
員
選
翠
に
於
て
は
投
票
が
商
品
と
し
て
大
量
的
に
責
賀
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
こ

の
こ
と
は
、
今
日
の
資
本
主
義
的
制
度
の
下
に
於
で
は
な
し
ろ
営
然
の
成
行
き
で
あ
る
。
か
く
て
政
黛
が
投
票
な

る
商
品
を
多
量
に
買
ひ
と
る
こ
と
は
、
結
局
に
於
て
自
窯
の
議
員
を
買
取
っ
た
こ
と
と
な
り
、
こ
の
議
員
数
の
多

き
こ
と
に
よ
っ
て
政
権
を
買
ひ
と
る
こ
と
と
な
る
。
政
書
が
こ
れ
等
E
額
の
費
用
を
支
出
す
る
所
以
の
も
の
は
、

政
権
を
得
に
時
、
所
調
利
権
の
蕗
分
業
他
に
よ
っ
て
そ
れ
を
消
却
し
て
傍
あ
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
金
融
費
本

家
が
選
翠
費
其
他
の

E
額
の
費
用
を
政
黛
に
融
通
し
て
惜
ま
玄
る
所
以
の
も
の
も
其
政
黛
が
政
権
を
得
た
る
時
其

費
用
の
敷
倍
の
利
益
を
供
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
得
る
が
故
で
あ
る
。



か
く
の
如
き
現
代
政
治
の
資
本
主
義
的
附
落
は
ま
た
現
代
立
法
の
資
本
主
義
的
堕
落
と
し
て
現
ら
は
れ
る
。
而

し
て
其
最
・
6
露
骨
な
る
も
の
は
泊
安
維
持
法
で
あ
る
。
卸
ち
そ
こ
に
は
皇
室
に
罰
す
る
罪
と
在
有
財
産
制
度
に
封

す
る
罪
と
が
同
一
健
文
に
於
て
規
定
せ
ら
れ
「
園
韓
ヲ
盤
革
シ
又
A

在
有
財
産
制
度
ア
否
認
ス

Y

ヨ
ト
ヲ
目
的
ト

シ
ア
結
一
枇
ヲ
組
織
シ
又
A

情
ヲ
知
H

ノ
ア
之
V
E
7
加
入
ジ
タ
Y
者
三
百
々
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
皇
室
と
在
有

財
産
制
度
と
は
全
々
矛
盾
せ
る
も
の
で
あ
る
。
部
ち
皇
室
は
日
本
国
民
の
共
同
一
枇
曾
を
一
貫
せ
る
根
本
原
理
で
あ

る
に
反
し
・
私
有
財
産
制
度
な
る
ち
の
は
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
で
め
っ
て
明
治
以
後
欧
洲
よ
り
資
本
主
義
制

度
と
共
に
輸
入
せ
し
外
来
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
同
枇
合
的
原
理
と
資
本
主
義
的
原
理
と
が
本
質
上
矛

屈
し
互
い
れ
舶
を
排
除
す
る
も
釦
で
あ
る
乙
ど
は
献
に
描
ベ
れ
あ
占
ご
ろ
」
ち
も
明
千
あ
ろ
う
が
買
い
れ
一
級
仁
群
論
す

る
。
我
々
は
か
く
の
如
〈
相
矛
盾
せ
る
二
原
理
を
同
一
保
令
に
於
て
確
保
せ
ん
と
せ
し
政
黛
政
治
の
無
反
省
な
る

態
度
に
驚
か

F
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
而
も
こ
の
こ
と
は
印
ち
彼
等
の
心
事
が
、
資
本
主
義
的
制
度
に
規
定

さ
れ
て
居
る
こ
と
を
一
市
め
す
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
法
律
に
封
し
、
資
本
家
階
級
が
在
有
財
産
一
制

度
の
保
持
の
鴻
め
に
手
段
を
蓮
ぱ
.
ざ
る
も
の
な
り
と
の
非
難
が
存
す
る
の
で
あ
る
つ
此
法
律
が
今
日
我
園
の
枇
舎

蓮
動
を
徒
ら
に
非
合
法
化
し
、
一
枇
舎
の
健
全
な
る
進
歩
を
防
げ
し
罪
は
著
し
い
の
で
あ
っ
て
.
引
い
て
は
、
黒
を

皇
室
に
及
ぽ
す
怖
が
あ
る
。

h
'
〈
て
此
法
律
は
現
代
世
舎
に
於
け
る
重
大
な
る
枇
合
同
悪
の
一
で
あ
る
。

究
に
こ
れ
に
聯
関
し
て
現
代
日
本
に
於
け
る
共
同
世
曾
的
精
神
の
崩
解
と
云
ふ
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
に
劃
す
る
最
も
頴
著
な
る
祉
曾
的
事
件
は
所
謂
ド
Y
買
事
件
で
あ
る
。
郎
ち
我
幽
の
有
敢
な
る

描
型
車
期
の
社
合
政
策

第
三
十
五
巻

O 
七

第

披

主E

九



積
率
期
の
社
合
政
策

第
三
十
五
巻

二

O
八

第
二
披

ノ、

O 

金
融
資
本
家
は
自
己
の
瞥
利
の
清
め
に
我
圃
の
金
本
位
制
を
危
〈
し
国
民
の
経
情
的
基
礎
そ
揖
臨
す
る
に
至
る
を

も
意
と
せ
や
此
国
民
の
犠
牲
に
於
て
ド

y
貨
を
買
ひ

E
利
を
博
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
等
が
資
本
主
義

制
度
自
瞳
の
原
理
に
よ
っ
て
決
定
3
れ
て
行
動
し
に
結
果
で
あ
っ
て
、
此
原
理
よ
り
す
れ
ば
自
己
の
財
産
を
自
己

の
刺
盆
の
矯
め
に
用
ふ
る
こ
と
は
何
等
非
難
す
べ
き
こ
と
で
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
こ
の
資
本
主
義
的
行
震
が
日

本
の
幽
民
的
存
在
を
危
〈
す
る
非
凶
民
的
行
鴻
止
な
る
の
で
あ
る
c

か
く
の
如
く
資
本
主
義
の
根
本
原
理
は
業
本

質
上
共
同
枇
合
的
結
合
を
、
家
庭
に
し
ろ
副
民
枇
曾
じ
し
ろ
、
総
て
次
第
に
破
壊
し
壷
さ
r
d

る
を
得
な
い
の
で
め

zv
巾
こ
m
w
z
t
k
今
日
制
間
際
的
重
大
定
職
ド
め
る
執
同
じ
劃
し
臨
し
き
危
険
?
意
味
寸
λam貯
め
た
ら
や
京
r
h
J
伺
色

人
種
の
運
命
よ
り
云
ふ
も
亦
重
大
で
あ
る
。
卸
ち
、
白
人
の
歴
迫
に
劃
し
て
今
日
高
ま
り
つ
つ
あ
る
有
色
民
族
の

解
放
運
動
は
日
本
を
其
指
導
者
と
仰
が
ん
と
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
有
色
人
種
を
白
人
の
塵
迫
よ
り
解
放
し
各

国
民
を
し
て
そ
の
各
々
の
国
民
性
に
基
〈
諸
種
の
文
化
を
自
由
に
豊
富
に
費
露
せ
し
む
る
と
こ
ろ
の
人
類
の
異
の

自
由
一
世
曾
を
現
質
し
以
て
人
類
枇
舎
の
枇
舎
問
題
を
解
決
す
べ
き
重
任
を
今
日
の
世
界
史
上
に
於
て
負
ふ
べ
き
園

民
は
我
園
民
の
外
に
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
日
本
の
存
度
は
車
に
日
本
自
身
の
問
題
た
る
に
止
ま
ら
中
買
に
人

類
史
を
左
右
す
べ
き
重
大
問
題
な
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
て
考
察
せ
し
が
如
〈
重
大
な
る
祉
舎
諸
悪
が
、
資
本
主
義
制
度
の
根
本
原
理
自
膿
よ
り
愛
し
て
居
る

今
日
に
於
て
は
、
資
本
主
義
制
度
を
保
持
し
な
が
ら
日
本
の
園
民
的
生
命
の
異
の
品
目
展
を
は
か
る
こ
と
は
最
早
や

徒
勢
で
あ
る
。
郎
ち
資
本
主
義
制
度
は
今
や
麓
革
期
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
日
本
の
国
民
的
生
命
の
異

の
接
展
の
潟
め
に
資
本
主
義
制
度
を
如
何
に
す
べ
き
で
あ
る
か
。
稿
を
改
め
て
こ
の
こ
と
を
考
察
し
よ
う
。


